
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

龍田　つた

ブラム＝ストーカー
ハヌマーン

UGNチルドレンB

17

素体

複数の兄弟姉妹

破壊

実験体

高校生

女

32

玉野椿

2
3
2
1

0
1
0
0

0
0
0
0

2
4
2
1

26
10
10
15
30

2 1
1

UGN 1

赤き猟銃 射撃 4r+2 Lv×2＋4

0 0

【HR07】戦友/カムラッド
【14】安定体/スタビリティ

善伊博士 執着 憎悪

2

ワーディング

リザレクト

赫き弾

赤き猟銃

夜魔の領域

ライトスピード

追撃の魔弾

音速攻撃

コンセントレイト

メモリー：赤川修

★

0

5

1

1

1

1

1

2

1

★

-

1d10

2

3

20

5

5

2

2

オート

気絶時

メジャー

マイナー

オート

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

視界

-

武器

至近

至近

至近

至近

武器

‐

シーン

自身

‐

自身

自身

自身

自身

‐

‐

自動

自動

対決

自動

自動

自動

自動

対決

対決

-

↓100

‐

‐

120％

100％

リミット

‐

‐

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

攻撃力＋Lv×2、HP2点消費

HP－Lv、武器参照

行動値0、未行動化、Lv回/1S

メジャーアクション二回、C値＋1、1回/1S

メジャーアクション二回、C値＋1、1回/1S

判定＋LvD

C値－Lv

バックトラック時侵食値－10点

「生還者はどれほどの衝動から帰ってこれる？」「安定体の安定性はどこまで確約されている？」

　任務からの帰還率が高い優秀なエージェントや有望なチルドレンたちが活躍の影では、そのような問いに対する解答が早急に求められていた。製造技術が確立
されつつあったホムンクルスや孤児にウイルスの侵食に対して耐性を持たせ、ジャーム化すれすれの負荷をかけ続けることで限界値を計測する。そのような実験
がUGN本部上層部の命令によって行われた。倫理面から計画そのものがなかったことにされるまでに実験体のほとんどが衝動に飲まれてしまったが、その虐待を
耐えきったオーヴァードも僅かに存在している。その生き残りの一人が他でもない彼女である。過去の汚点に目を瞑り、人員不足の当て馬としての再利用し、運
が良ければ処分できる。そのような思惑からまるで普通のUGNチルドレンかの様な生活を彼女は送ることを命ぜられる。

　暴走コストを度外視して投与された冥界蜘蛛の肉片は彼女に類を見ない連続射撃術を付与した。実力が裏打ちされたチルドレン特有の気の強さや自信家な側面
を持ちあわせている……そのようにふるまっているのだが、その実はあがり症でひどく弱気。緊張すると言葉に詰まり、その場から一歩前に踏み出す勇気を持て
ない。変化を拒み停滞を好むその姿勢は如実に彼女の特性を表しているのだが、UGNの任務においてはその性質がよく働くことはない。そして、彼女は感じてい
る。「生還者」と「安定体」という強力な二つの個性。十年前は理想的だと予想されていたその組み合わせは、互いの長所を打ち消しあい、かえって生体の安定
性を徐々に壊していくものであり、彼女の身体にもそのツケが回り始めていること。その消極性と虚弱性から彼女の余生はそう長くはない、というのが彼女を生
み出した研究者の予想である。しかし、そのような悲劇は総じて覆されるというのがこの世界の「お決まり」なのではあるが……果たして？
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